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2.主 要 寸 法

称        呼    DRA‐ J

コ  ラ  ム  の  直  径

コラ ム側面 と主軸 との最大距離

コラ ム中心 と主軸 との最大距離

主 軸 の 左 右 移 動 距 離

主軸 端 とベ ース面 との最大最小

ァ ド ム の 上 イ 移 動 距 離

主     軸

速 度 変 換 数 (右および左回転)

速 度 範 囲  (r,p.m.)右回転

左回転 ・・

直       径  (軸/ノ ーズ)…

テ   _  パ   穴 ¨

自 動 送 り 変 換 数 …

自 動 送 り の 範 囲 (mm/reV)¨

上 下 移 動 距 離 ¨

ベ   ー   ス

寸    法  (高 さ×巾X長さ)

作   業   面   積 ―

補助テーブ′レの寸法(高 さ×巾X長さ)。

所  要  動  力

主 電 動 機 (kW)。

昇 降 用 電 動 l焔 (kW)・

ク ラ ン プ 用 電 動 機 (kW)

冷 却 液 ポ ン プ 用 電 動 機 (kW)

所 要 床 面  積

工 味 重 量 (Kg)

240〉(2,360〉く1,180  240)(2,710× 1,180  300)(3,285)(1,320  300〉 く3,785× 1,320

……  1,385 X l,000  …・中● 1,735)(1,000  中●̈ 0 2,145〉 (1,140  中●中● 2,645 x l,140

●…●中●●̈●●・・・…‐  500× 600× 500 -・・…・……・………・・・・・・中●  500× 750× 600

1,250

1,250
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905
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・  450  中|
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,  785  ・・・

509る

6o%

1,600
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1,935
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4.機械のすえ付け方法

4‐ 1 機械のつり上げ方法

本機械の重量は下表のとおりでありますから重量に

十分耐え得るワイヤロープを準備して下さい。表示の

重量は電動機 ,補助テーダブレを付け ,その他の特別付

属品な 1ン の機械正味重量であります。

称
~   i呼

  1,2501 1,6001 2,0001 2,500

重 量 (kg) 7,5001 8,000 11,500112,000

機械をつ り上げ るには次の事項に注意 し,順を追つ

て作業を して下 さいし

(1)荷造 りを解 いて本機 を所定の場所へ運搬す る場合

は、そのままの状態でつ り上げてもよいが ,使用

後他Piへ移転する場 合にはアームを最下位置に下

げ ,主軸頭を左端に移動させて主軸頭 ,ア ーム
,

および コラムスリーブが完全に クランフ・されてい

る事を確認してから作業を始めて下さい。

またアーム背面のカバーはア…ム上面の丁番部に

てはずしておいた方がよいです。

(2)図 に示すように二本のフイヤロープによりつ り上

げる位置を定めて下さい。ワイヤロープの位置は

ベース前面に図示してあります。

(3)ア ームのすべ り面およびコラムスリ…グの外径は

フイヤロープが触れないように確実な台木で保護

して下さい。

(4)機械の塗装部はその塗料がはげないよ うに古い皮

またはポロ布をフイヤロープの間に差し込んで下

さい。

(5)つ り上げる前にクレーンにて少し引張ってみて ,

機械の平衡状態を腟かめてからつ り上げて下 さ

い 。
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視 図 A― A

1基礎 ボル ト× 8

Φ
ω

１
■
〇
∞
引モルタル注入口

Ｏ
Ｗ
∞
（
〇
常
）

‐
　
　

　ヽ
　
〇
め
ヽ
　
―
‐
　
―
‐
‐
―

38 Pl.5ジ ャッキボル ト

250× 200× 30鉄板を tヽ

コラム中心

2

松丸太×6

特に地盤が軟弱

の時は松丸太を

ジャッキボルト詳細図

電源取 入れ口

A

〇
〇
〇
ぃ
い
‐―
―
―
―
‐

打込んで下さい

ｏ
輩

Ｔ
ｌ
　
ｏｏ
ギ
‐

‐上

８
Ｈ
Ｔ

Ｏ
Φ
Φ

〇
〇
Φ
＾
Ｈ

Ｉ

十
１
１

１
１
１

　

１

〇
∞
日
‘
【
‐‐
―
―
―
―

基礎ボルト頭部詳細図

∞
曲 仁1601 /

∞

〇
〇
＝

い
【

い
い

ゆ
Ｈ

〇
∞

Ｏ
Φ

〇

―
‐Ｌ

210 340 780

2,710

975 (135)

0

A
3,150

ミガキ座金 ユ

「

一
埋

一

1

φ

〇
〇

〇
ド

57 7

〇
∞
め

コンクリー ト

上_上_

_生

〇
〇
０
‐‐ ０

い
∽

割 栗 石

中

1,100

帯:

Ψ
ノ

〇
∞

215

47.3

38P15


